
　本研究の目的は、「教職課程」でなぜ「日本

国憲法」を学ばなければならないのかの意味に

ついて検討する。筆者は本学着任１年目であり、

担当する主な教科は「日本国憲法」、「保育原理」、

「保育・教職実践演習」等である。講義科目で

ある日本国憲法や保育原理は知識を理解するこ

とが多く求められる。特に、大半が先生と呼ば

れる職業につく学生にとっては日本国憲法にお

ける人権論は非常に重要なものである。しかし、

教科の性質上、単なる一斉講義の形態をとって

も、学生のモチベーションを維持することは難

しい。「保育者を志すものがなぜ日本国憲法を

学ぶのか」の理解を図るために、「いかに教え

るか」の授業改善についての考察を試みたもの

である。

　あらかじめ、本研究は授業改善が主目的であ

だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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り、日本国憲法の専門的な手続きを経た研究で

はないことと、数量的な分析を用いた一般的な

研究ではないことを断っておく。

　

　上記の学生の現状でも述べたが、学生は、す

でに小学校、中学校、高校で一応の憲法の勉強

はしてきている。それでも、「憲法は難しい」

というイメージを持つ学生に「憲法」は身近な

存在に感じられるように取り組まねばならな

い。しかし、学生からは法律の教科書等には、「な

ぜ抽象的な言葉が多くでてくるのですか？」と

いう問いもある。たしかに、高校までの教科書

に比べれば、抽象的な用語が次から次に出てく

る。さらに、具体的にイメージすることは簡単

ではない。

　そこで、学生には少しでも憲法を身近な問題

として感じてもらうために、毎日のように新聞

記事やニュース等にとりあげられている「教育

問題」「環境問題」「選挙制度の問題」、さらに

現在では「コロナ禍に潜む人権問題」「いじめ」

「虐待」などを示し、これらの問題の多くは「憲

法問題」であることを伝え、身近な存在にとら

えられるようにした。筆者が１週間の間に報道

されたニュース等の新聞記事からピックアップ

し、印刷したものを学生に配布する。学生は新

聞記事を一読し、感想や気づき、考察を記事に

書きこむことで憲法理解の一助にする。

（１）法律を学ぶ上での学習の構え

　保育士や幼稚園教諭をめざす学生にとって、

人権感覚や園児に伴う事故の事例についても取

り上げ認識してもらうための教材を研究する。

　本学の建学の精神は「自己を他者に生かす」

である。保育者、幼稚園教諭等を養成する上で

学生に「寄り添う」視点を大切に、学修の構え

も重視する。筆者は、チャイムと同時に立ち上

がり、お互いに一礼する。学生には「時間管理

の大切さ」も体得してもらう必要からである。

だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。

※引用・参考文献

（１）西原博史・斎藤一久「教職課程のための
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（18）志田陽子編「教職のための憲法」法律文

　　化社，２０１７
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。

※引用・参考文献

（１）西原博史・斎藤一久「教職課程のための

　　憲法入門」弘文堂、２０１６，ｐ２

（２）中川直毅「大学教職教養科目としての日

　　本国憲法講義に関する考察―大学シラバス

　　から検証を試みるー」名古屋芸術大学研究

　　紀要第４０巻，２０１９，ｐｐ１８５～２０４

（３）中川直毅：前掲書

（４）品川皓亮「法律の教科書」日本実業出版社，

　　２０１１，ｐｐ２０～２１

（５）品川皓亮；前掲書

（６）品川皓亮：前掲書

（７）木山泰嗣「最強の法律学習ノート術」弘

　　文堂，２０１２，ｐ７３

（８）横田明美他「法律学習Ｑ＆Ａ」有斐閣，　  

　    ２０１９，ｐ３１

（９）川口創・平松和子「保育と憲法」大月書店，

　　２０１８，ｐｐ９～１０

（10）川口創・平松和子：前掲書

（11）保育事故における注意義務と責任」新日

　　本法規，２０２０，ｐｐ１７０～１７１

（12）田村和之他「保育判例ハンドブック」信

　　山社，２０１６，ｐｐ４２～４３

（13）高乗正臣「保育者のための法学・憲法入門」

　　成文堂，２０２０

（14）石本伸晃「世の中がわかる憲法ドリル」　

　    平凡社，２００７

（15）橋本勇人「保育と日本国憲法」みらい，  

　    ２０１９　

（16）萩村一美他「切り抜き速報　北斗幼児教

　　育版」ニホンミック，２０２０，ｐ８２

（17）吉田成年「大学生のための日本国憲法入門」

　　慶應義塾大学出版会，２０２０

（18）志田陽子編「教職のための憲法」法律文

　　化社，２０１７
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。

※引用・参考文献
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だからこそ、教員が時間管理に乏しいようでは

範を示すことは不可能である。出席を取る際は、

ひとりひとりに目を合わせて健康チェックを兼

ねる。なお、大学生になってまでという考えも

あるが、筆者はキャリア形成が未熟で、現場か

らの要請がある以上は、必要なことだと考えて

いる。いわゆる、社会人としてのルールや権利・

義務の関係はもとより、時間感覚等も求められ

ることも保育者養成校で日本国憲法を学ぶ意義

である。

　西原は、「学校で先生になる人の憲法の理解

が求められる一つの理由は、学校が次世代の主

権者を育てる場だからだ。」（１）と述べている。

中川は、「一般教育科目である日本国憲法の授

業内容の程度は、いわゆる教養としての憲法で

あり。大学法学部で展開されるような憲法解釈

や比較憲法を中心とするいわゆる憲法学のよう

なレベルが求められているとは考え難い。それ

よりも、将来の日本を保つ、教養的なレベルが

教職憲法としてふさわしいのである。」（２）と述

べている。

　さらに、教職憲法の課題について、中川は、「大

学の一般教育科目の『日本国憲法は、教職課程

における免許状授与の際の、教育職員免許法施

行規則第６６条の６に基づき必要とされる科目

である。文部科学省による『日本国憲法』の名

称を科目名に入れるとする一定ルールの設定は

あるものの、大学によっては、『法学（日本国

憲法）』『暮らしと法律（日本国憲法）』などと

称している場合もあり名称は必ずしも統一的で

はない」（３）と指摘する。

　このように４年生大学の法学部学生に求めら

れる内容とは事情を異にし、短期大学の保育者

養成校に求められる内容は自ずと子どもや保護

者等との現場で生きる授業にも転化する必要が

あると考える。

（２）授業や教育活動のスタートは「学生理解」

　キャリア形成ができていない入学して間もな

い学生に対して、「短大生だから」「大学生にも

なって」「自己責任が求められる」などは、現

代の大学生に通用しないだけでなく、個々に応

じた対応が求められる。特に教員の言葉かけは

「退学へのひきがね」にもなりかねないことを

認識しなければならない。教員は自らの２０代

前後の人生を振り返ってみる必要があるのでは

ないか。筆者は、常に、学生に対して自らを置

き換えてみるようにしている。学生は、今は「ぼ

んやりと」「なんとなく」という夢の設計であ

るかもしれないが、夢の実現のために教員は「学

生理解」を前提にして授業設計に臨まねばなる

まい。筆者は、入学式で保護者の前での学生の

「宣誓」は、教員に対しての「よろしくお願い

します」であり、教員側は、「こちらこそよろ

しくお願いします。しっかり育てていくことを

誓います」ということではないか。また、卒業

式での「答辞」は、「精一杯に育てました」「ご

家族の皆様安心してください。ご子息、ご令嬢

は立派に成長されました」ということではない

か。

　いわゆる、教員側は、現代の学生の資質が、

基本的生活習慣や基本的学習習慣にかなりの個

人差があることを覚悟して臨まねばならないだ

ろう。よって、教職員間の情報の共有（教職協働）

は避けては通れない。本学の建学の精神は、「自

己を他者に生かす」である。また、本学学長は、

「寄り添う」教育の実現をめざしている。筆者は、

この「寄り添う」教育は、学生理解を根底に据

えたものでなければならないと考える。

　また、教員の現場理解が必要である。そのた

めには、定期の実習先訪問での情報収集だけで

なく、可能な限り現場に足を運び情報交換して

現場情報を収集しておくことが重要である。

　これまで現場の保育園などの保育者は、温度

差、地域差などはあるものの、研修の機会や学

ぶ機会が少ないと捉えていた。要するに、現場

の保育者は多忙であり、養成校の教員としても、

そのことに思いを馳せていくことが学生指導に

生きると考えている。そこで、園長等や主任保

育士との勉強会の折、講師をお願いされるとき

には、こちらの時間の都合ではなく、保育園の

保育者の時間がつく時間に合わせて、「教師論」

「保育者論」などの講話を重ねてきた。内輪の

勉強会でもあり、普通では考えられないような

質問やコメントが生まれる。現場での人権問題

等にからむ問題事例もあり。憲法の授業の具体

例になる。これは、筆者の学びになり、学生へ

の情報発信にも連動するのである。

　　

　憲法に対する苦手意識をより身近な教材に

よって、憲法に関心をもって臨めるようにした。

しかし、憲法の基礎基本である、条文や判例並

びに学説、さらに法律専門用語の解説を疎かに

はできない。その際には筆者が提唱する学びの

七つ道具であるところの、小六法、辞書、授業

用ノート、蛍光ペン、付箋紙などは、手元に置

いておく。ただし、辞書や六法を紐解いて条文

をさがすことなども、面倒がってなかなかやろ

うとしない学生もいる。始めが肝心であり、習

慣化に勤めなければならない。

　

（１）授業のねらい

　日本国憲法は、法律の中でも基本法と呼ばれ

ており、すべての法律の基準となるものである。

日本も法治国家であるので、法によって社会が

成り立っていると考えると、日本の社会の在り

方が日本国憲法に求められていると考えられ

る。そういう観点から、日本国憲法の内容を理

解していく。

（２）到達目標

１．日本国憲法には、どのようなことが定めら

　れているかを理解する。

２．日本国憲法の目的や今日的意義を理解する。

３．日本国憲法における人権保障の考え方を身

　につける。

（３）授業の概要

　まず、日本国憲法の全体について、どういう

内容なのかを「前文」「人権」「国会」「内閣」「裁

判所」「地方自治」という順に学び、それから、

憲法にまつわるトピックである「個人情報保護」

や「社会保障」の問題、「裁判員制度」等を題

材に憲法の個々の論点の理解を深めていく。な

お、教育的配慮から、授業計画は変更すること

がある。

（４）内容

　

　

　基本的には講義形式の授業を行う。毎回、資

料等を配布し、それらに基づいて講義を行う。

ただし、９０分間、座学のまま、一斉に聞くだ

けの講義はしない。常に学生との双方向授業の

アクティブラーニングの授業になるように努め

ている。

　まず、これから法律を学んでいくための基本

となる知識を説明することからスタートする。

学生の中には、「六法」という言葉は聞いたこ

とはあっても、具体的に「憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法、刑事訴訟法」の六つをいうことを

知らないものもいる。授業では、まず六法全体

を概観し学生が六法のレールにうまく乗れるよ

うにするために、法的な主張の根拠・理由づけ

として使われる⓵条文、⓶判例、３学説の３つ

の解説から始めた。その解説については、品川

の「法律の教科書」から以下の３点を解説した。

　⓵条文とは、各法律に箇条書きの形で記載さ

れた文章のことをいいます。「民法第１１０条」

といえば、民法という法律の１１０番目に書か

れた条文のことを指します。法的な議論のス

タートは、いつでも条文であるということを忘

れないでください。」（４）と説明している。

　学生には条文は音読の習慣をつけることを確

認する。また、辞書は手元におき随時辞書で確

認することの習慣化を指示した。

　⓶判例とは、「裁判所が事件を解決するため

に示した判断のことをいいます。具体的な事件

において条文をそのままあてはめてもうまく事

件が解決しない場合、『法律の解釈』が必要に

なります。その際に、『このような場合にはこ

う解釈すべきだ』と裁判所が示した判断が判例

です。判例は、裁判所という国家機関が現実の

事件を解決するために実際に下した判断です。

したがって、判例が示した解釈は法律の世界で

はとても重要な意味をもつことになります。」（５）

と説明している。

　⓷学説とは、「学者による『法律の解釈』の

ことをいいます。つまり、ある『法律の解釈』

について、学者の意見が学説、裁判所の意見が

判例というわけです。ある論点について、多く

の学者がおおむね賛成している説を『通説』と

呼びます。」（６）と説明する。

　以上の小六法を参照しながら「条文」「判例」

「学説」等について、基本的な活用の仕方を押

さえた上で、「法学入門」について、下記の観

点から解説を行い、理解を求めた。

（１）憲法を学ぶ上での法学の基礎・基本

①条文の読み方トレーニングと、科目間連携並

　びに新聞記事等はワンセット

　短期大学は２年間で保育観等を備えた実践力

を体得させることが求められる。そのためには、

日本国憲法の授業は科目間連携を常に意識し、

他教科を日本国憲法の視点を常に念頭において

授業を展開した。したがって、日本国憲法の授

業で保育原理がでてくるし、福祉の授業、保育

実習での出来事、園長先生等の言葉なども机上

に挙げて議論していく。

 

　図１　科目間連携を踏まえた法律学習の七つ道具依

　　　　（辞書、六法など）

②法律ノートのとり方

　学習の習慣化の一つとして、「講義を聴きな

がら「ノート作り」をする方法を身に付け、「予

習」「復習」の習慣をつけるようにした。また、

合わせて、毎時間の授業終了後、振り返りシー

トにまとめて次時の前日までに提出することを

課した。

　木山は、「講義でノートをとることは、耳や

目から入ってきた情報を、頭でいったん咀嚼・

整理し、手で書き起こすという作業です。極端

に記憶力のいい人なら別ですが、情報は多くの

人にとってはインプットとアウトプットをする

ことで頭に入るものだと思います。また、自分

で情報を取捨選択し、わかりやすくまとめるに

はどうしたらいいかを試行錯誤したり工夫した

りすることも情報処理の訓練の一環。講義中に

「自分のやり方」でノートをとることは、結局

は予習復習の苦労を減らす、効率のいい勉強法

なのである。」（７）と述べている。

　横田らは、「ノートの完成は講義後にとして

「どれだけ詳しいレジュメが配布されたとして

も、それが講義内容ですべてではありませんか

ら、口頭で話されたことも含め講義内容を後か

ら詳細に確認できるようなノートを作ることは

必須です。講義中はどこにメモしても構いませ

んが、復習時に、レジュメ、授業内ノート、教

科書・判例集等の情報を集約・整理しながら、

自分なりのノートを完成させるとよいでしょ

う。」（８）と述べている。

　学生には毎時間、授業ノートを整理して、考

察を加えたＡ４振り返りシートの提出を求め

る。その振り返りから、評価の高かった学生や、

進歩が見られたコメントをスライドで紹介する

ことにより、授業ノートと振り返りシートのま

とめ方にレベルアップが見られるようになっ

た。授業中の発言がひとまとまりの話になって

いるか、提出された振り返りシートがひとまと

まりの文章（コメント）に整理されているか、

しかも考察されたものであるかが学びの成果が

評価の観点であること伝えている。

③グループワーク

　グループ編成は、筆者が行う。司会も指名す

る。可能な限り、社会人学生でリーダーシップ

がとれる学生を指名する。ここで大切なことは、

事例問題にしても、新聞記事等を読み解く場合

でも、まず、自分で一読する習慣化を図るとと

もに、蛍光ペンでマークしながら、気づき、感想、

考察を書き込むことを前提にしている。

それを受けて、グループリーダーが司会となっ

て、ディスカッションを行う。ただし、コロナ

禍であったので、グループの中でのペアでの意

見交換に切り替えた。

（２）憲法を学ぶ上での教材活用

　新聞記事の活用と辞書、蛍光ペン、付箋紙等

はワンセットである。短期大学生は、「活字」

を読む機会が、４年生大学に比べて決定的に少

ないことを前提にして、新聞記事に目を通すこ

とを課題にしたのである。　

　学生に法律問題を身近にイメージしてもらう

ために日々の朝刊は当然であるが、筆者は幼児

教育の関連記事を集めた月刊雑誌を購読してい

る。これは、毎日の朝刊だけでは不足する全国

の幼児教育関連の記事がタイムリーに掲載され

ており、地方出身もいる学生にはより身近な新

聞記事に触れることで、憲法や法律問題がより

身近に感じられるようである。

　新聞記事は、「読むこと」、その際は蛍光ペン、

付箋等を手元に置いて、気づいた疑問点、調べ

てみたいことなどは、その都度マークし、自分

の意見を書きこみ、読めない漢字は辞書を引き、

意味等を書きこんでおくことを求めた。

　以下、その月刊誌にある新聞記事の中から、

以下のテーマごとに取り上げ、事前に一読し、

感想や考察したことの書きこみをもとに、グ

ループワークを行う。その後、記事や質問等の

解説等を行う。合わせて、関連する条文や判例

も提示し、理解を深めるための工夫を行った。

 

　この新聞記事を提供しても、虐待という言葉

は知っていても、関心をもって読み、議論でき

るまでの探求心は低い。そこで、学生が読みや

すい内容で短い記事などから入った。幸い、毎

月、購読する「切り抜き速報　　保育と幼児教

育版」には、コロナにおける人権問題、いじめ

問題、年金問題など、憲法との関連に気づかせ

る記事が豊富であり。日常の授業で活用してい

る。

④映像教材の活用

　ＤＶＤ「日本国憲法の誕生」を視聴した。学

生は、これまで小・中・高校で憲法を学んでき

たとは言え、断片的な知識であることは否めな

い。このＤＶＤは、憲法が誕生するまでのプロ

セスが鮮明に描かれており、寝る学生は一人も

なく、真剣にメモを取りながら聞いていた。視

聴後は、まず自分の感想や考察のシートをもと

に、グループワークを行い、指名されたものが

発言を行う。それを受けての解説や、質問の解

説も行うようにした。また、その後の振り返り

のＡシートにもまとめてあった。法律の講義

ノートの取り方の成長であろう。また、裁判員

制度のＤＶＤも視聴した。

（２）保育と憲法について

　この書籍は、著者である園長そして、園に通

う幼児の保護者であり、弁護士でもある二人の

共著になっている。特に人権論などについて詳

しく書かれている。学生にも随時取り上げて解

説しているが、理解しやすいようである。

川口らは、「保育士さんは、『難しいねぇ』と笑っ

た後、少し考えて、『正解がないからかな。誰

一人として同じ子はいないし、その時々の感情

も、その気持ちの背景もいろいろだからね』。

そして、私たちは、『子どもを見る目を豊かに

する』をテーマにしていて、子どもの姿につい

て、『』こんな見方もできるんじゃない？とみ

んなで「日常的に話しているんですよ」と話し

てくれました。

　一人ひとり、個性があり、気持ちがあり、そ

の気持ちに背景がある。決して正解がないから

こそ、複数のまなざしで子どもを見つめ、子ど

もをより理解しようとする。子どもから学ぼう

とする。保育士さんの言葉から、目の前の子ど

もを、たった一人のかけがえのない存在として

尊重していることが伝わってきました。「個人

の尊厳」を大切にする『まなざし』を感じました」（９）

と述べている。

　さらに、川口は、「現実の社会はいま、格差

と貧困が拡大し、長時間労働の末に過労死、過

労自殺で命を落とす人も後を絶ちません。『個

人の尊厳』が根こそぎ奪われる時代です。」（10）

と述べている。

　次に、保育者の専門性と法律を考える上で、

プールでの事故を事例として取り上げ、法的な

考え方に迫ろうと考えた。

　学生は、普通の保護者の視点と専門職として

の違いを再確認したようである。この事例は相

当にインパクトがあったようで、その後の法律

問題等を考えるベースになったと思われる。

●保育事故（プール活動中のでき水事故（私立

　幼稚園）

【事例①】

　私立幼稚園Ｘ（園長 Y）の年少組に通うＡくん

は、幼稚園の室内プール（直径４～５ｍ、深さ

６５ｃｍ）で実施されるプール活動に参加して

いましたが、プール活動終了後、担任教諭Ｚが

遊具の片づけのために園児らに背を向けて作業

をしている間に溺れてしまいました。当時、担

任教諭Ｚのほかには園児らを監視しているもの

はおらず、事故の発見が遅れた結果、Ａくんは

死亡してしまいました。この担任教諭Ｚは、新

任で経験は浅かったものの、事前にプリント等

を渡されるなどしてプール活動の流れや監視方

法を具体的に指導されていました。

【被害者】3 歳：男児　　　【事故現場】私立幼

稚園内プール

【問題のポイント】

　古笛は、「本事例では、幼稚園が、死亡した

園児の遺族に対し、債務不履行責任（民４１５）

もしくは教諭らの不法行為責任を前提とする使

用者責任（民７１５）を負うか、監視をしてい

た教諭らが不法行為責任（民７０９）を負うか

が問題となる。具体的には、水泳指導を行う場

所が一見安全なプールであり、また、十分な人

数を備えた監視体制のもと生じたでき水事故で

あったとしても、幼稚園または教諭らに注意義

務違反が認められるのかが問題となる。

　この事例を議論させたあと、解説を行うが、

たとえ自分では予見することが困難な事故で

あっても、専門家であればこれを当然に予見し、

または予見すべきであったとの評価がなされう

るということです。」（11）と述べる。

　この解説では、素人である母親が監視してい

た場合と、専門職としての保育者が監視した場

合には明らかに違うことを補説するとともに、

短期大学で学ぶ２年間は専門職の学びであるこ

とも確認した。

⑤判例の読み方

【事例②：園児の踏切死亡事故と保育士の注意義

務】「保育事故における注意義務と責任」（11）

私立保育園の保育士Ｂが、園児２０数名を１人

で引率して、保育園外に散歩に出掛けました。

保育園に戻る途中で踏切まで来た際、警報機が

鳴り始めたので、Ｂは園児の一部と一緒に踏み

切りを渡ってしまい、池の園児は引き返しまし

た。

その後、引き返した園児のうちの 1 人であるＡ

ちゃんが、上り電車が通過した後、まだ下り電

車が通過するにもかかわらず、線路上に飛び出

してしまい、下り電車にはねられ即死してしま

いました。

【被害者】６歳：女児　　　【事故現場】私立保

育園の散歩中の踏切「

これについて、即死した園児Ｘの両親は、保育

士Ａの使用者であるＹ保育者に対して、Ａの不

法行為に基づく使用者責任を原因として、損害

賠償を請求した。これに対して、保育所は園児

にも過失があると主張して争った。

【争点】

①保育士Ａには注意義務の違反があったか。

②園児の過失についてどのように考えるか。

【裁判所の判決（京都地裁昭和４６年１２月８

日判決）】田村和之他「保育判例ハンドブック」（12）

以下、「保育者判例ハンドブック」を活用しな

がら、判例の読み方並びに活用の仕方を解説し、

小六法といかに連動、活用していくことを求め

た。

①保育士Ａの注意義務違反について

　本件のような、「無人踏切を渡る場合、園児

　らが渡り終えた者と、渡り終えていない者と

　に２分された状態で電車が通過することにな

　ると、園児らの一方は保育士のつきそいなし

　に踏み切りを横断するのと同様の状態におか

　れ、まだ渡り終えていない園児らが早く渡り

　たい心理にかられることは見やすい道理で

　あって極めて危険であるから、保育士として

　は、園児が２分されることのないよう万全の

　措置をとるべき義務があるものといわなけれ

　ばならない」。

　

②園児の過失について　

　「保育園の保育士は」、とくに園外保育の場合、

　幼児である園児らに自らを守る能力が欠け、

　あるいは不十分であるため、それを補い園児

　らを外部からの危険あるいは園児自らの不注

　意に基づく危険から守るのを職務としてい

　る。即ち、保育士は、園児らが負っている自

　らを守るべき義務を園児らに代わって引き受

　けていると見るべきである。従って、保育士

　である監督義務者は本件踏切のような上り電

　車と下り電車が同時に交叉するような場合、

　園児らが判断を誤る虞が多分にあるのである

　から、全園児を踏切手前に待機させて保育士

　の先頭にいて制止して、その判断力の不足を

　補い、本件のように保育士が先に渡ってしま

　い、反って事故を誘発するような行動に出た

　場合は、園児の過失を損害賠償額算定にあ

　たって斟酌（考慮）することは相当ではない

　というべきである」。

　短期大学生の限られた時間に、学生が難しい

と考える「憲法」をより身近に考えてもらうた

めに「保育事故と判例」を取り入れた。この考

え方は、「憲法判例」を学ぶ前の助走と考えて

いる。

　つまり、判例を理解してもらうために、保育

者としての関わりの中で起きた事故などを教材

にすることで難しい判例も理解しやすくなる。

また、法律用語も身近な保育用語と結びついて

考えられるのでイメージしやすい。これをス

テップとして、少しずつ難易度を挙げて判例学

習に入るようにした。

　　

　日本国憲法の授業を終えて、「憲法は難しい」

から「難しいが先生になる上で大切なんだ」と

いう意識が高まっているように思われる。この

成果は、学生に少しでも憲法を身近な問題とし

て感じてもらうために、新聞記事やニュース等

にとりあげられている「教育問題」「環境問題」

「選挙制度の問題」、さらに現在では「コロナ禍

に潜む人権問題」「いじめ」「虐待」などを示し

たことで、授業の中盤ごろには、これらの問題

の多くは「憲法問題」であることを理解し、身

近な存在としてとらえられるようになったので

はないかと考える。下記のアンケートから読み

取れるが、筆者が１週間の間に報道された

ニュース等の新聞記事からピックアップし、印

刷したものを学生に配布し、学生は新聞記事を

一読し、感想や気づき、考察を記事に書きこむ

ことの繰り返しが活字に対する抵抗感や苦手意

識も軽減したのではないかと考えられる。憲法

はすべての授業の土台になる。なぜ幼稚園教諭

の養成コースで日本国憲法を学ぶのかの意味に

ついてさらなる理解が深まることを期待し、４

月からの新１年生の授業改善を図っていきた

い。

毎回の授業では振り返りを行っているが、その

一環で１５回の憲法を終えて、次のふり返り

をしてもらった。

１　あなたは大学で初めて憲法の授業を受けて

　どんな感じを持ちましたか？

⓵　興味・関心があり、しっかり勉強しようと

　　思った　　　１人

⓶　難しそうだが、勉強しようと思った　　　

　　１１人

⓷　文字ばかりで読みにくいが、辞書等を活用

　　して努力しようと思った　　　２人　

⓸　難しいと思うし、ついていけるか心配だっ

　　た　　　　２０人

⑤　必修単位だから取り組もうと思った　　　

　　４人

 

２　あなたは、入学までに日常生活で新聞には

　目を通していましたか？

⓵毎日、新聞に目を通していた　　　１人

⓶ときどき目を通していた　　　　１２人

⓷まったく目を通していなかった　　２６人

　　　　　　　　　　　　　

３　憲法の授業では新聞記事の配布が毎回なさ

　れましたが、あなたは読むことができました

　か？

⓵　毎回、読むようにした　　８人

⓶　全部ではないが読むようにした　　１２人

⓷　１枚でも読むようにした　　　９人

⓸　見出しだけでも読むようにした　　　９人

⑤　まったく読めなかった　　　０人

４　新聞を読むときに辞書は活用しましたか？

⓵　毎回、手元に置いて読むようにして、書き

　込みもするようにした。　　　４人

⓶　読みながら、読めない漢字や意味が分から

　ない言葉はマークしておいて、後で、辞書で

　調べるようにした。　　１８人

⓷　読んだが、分からない漢字はそのままにし

　た　　　１３人

⓸　辞書も引かないし、何もしなかった　　　

　　３人

５　新聞記事等は、あなたの意識に変化をもた

　らしましたか？

⓵　（画面だけでなく）活字を読むようになっ

　た　　　５人

⓶　読むスピードが速くなった　　　１２人

⓷　生活と社会並びに憲法問題等と関連させて

　読めるようになった　　　１７人　

⓸　変化はなかった　　３人

６　憲法の授業で、保育問題や保育事故等の新

　聞記事等も数多く配布しましたが、憲法や法

　律と関連させて考えるようになりましたか？

⓵　常に憲法や法律の視点と関連させて考える

　ようになった　　　２人

⓶　時間が許すかぎり考えるようになった　　

　　７人

⓷　初めと比べて少しずつ意識するようになっ

　た　　　２８人

⓸　特に意識しなかった　　　１人

７　保育事例問題を解釈する上で、新聞記事を

　読み、活字に読む力が重要あることに気づき

　ましたか？

⓵法令解釈には「読むこと」の重要性に改めて

　認識させられた　　　１２人

⓶解釈する上で漢字力や語彙力とともに読むス

　ピードが必要であることに気づき、少しずつ

　力がついてきた　　　１７人

⓷まだ不十分である　　９人

８　あなたは、憲法の授業を受けてから、新聞

　やニュースなど、憲法について書かれた文章

　を読んだり、報道番組等を見たり、意識して

　みるようになりましたか？

⓵　常に読んだり見たりするようになった　　

　　２人

⓶　よく読んだり見たりするようになった　　

　　７人

⓷　何回か読んだり見たりするようになった　

　　１７人

⓸　一度は読んだり見たりするようになった　

　　７人

⑤　変わらない　　　５人

９　あなたは憲法というものは、自分たちの生

　活にとって重要な関係をもっているものだと

　思いますか、それとも、自分たちの生活には

　あまり関係のないものだと思いますか？

⓵　重要な関係を持っている　　　３１人

⓶　あまり関係がない　　　　２人

⓷　わからない　　　　５人

　

　

　日本国憲法の講義を行う教員として、「学生

が寝ない授業」を展開するための教材研究に対

する試行錯誤の毎日であった。今も変わらない

毎日である。それでも、学生からの「やはり私も、

最初は憲法は難しいと思っていました。中高生

でも憲法を習ってきましたが、今習う憲法と、

習ってきた憲法、本当に見方が変わります。憲

法とはすぐそこにあるという事に気づけば、自

ずと学習するのが楽しくなりますし、こういう

気づきがある授業に早く出会いたかったと思い

ました」等のコメントを糧にして、これからも

研究と教育に取り組んでいきたい。
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